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OBライン
イエローペナルティライン
レッドペナルティエリア

三河カントリークラブ

STA
RT

救済エリア 1
元の位置に戻って１クラブレ
ングス以内にドロップ（ティー
ショットではティーアップ可）

救済エリア 2
ペナルティエリアの境界
線を横切って入った地点 
と ピンを結んだ 後方線上
に１クラブレングス以内
にドロップ

球がペナルティエリアに
入った箇所

救済エリア 3

（注）ドロッピング ゾーンがあれば
　　そこからの プレーも可能

ピン

レッドペナルティエリア

境界線を横切って入った
地点から2クラブレングス
以内のホールに近づかな
い救済エリア内にドロップ

救済方法
レッドペナルティエリアの境界線は、赤杭
（または赤いライン）で示され、そこに球
が入った場合は、そのボールをプレーす
ることが可能であればそのままプレー、プ
レー不可能もしくはプレーをしない方が
得策と判断した場合は 1打罰の救済を
受けることになります。

ペナルティエリアにあるボールをプレーす
る際、旧ルールではソールをしたり手やク
ラブが少しでも地面やルースインペディ
メントに触れればペナルティが科されまし
たが、新ルールではそうしたペナルティ
がなくなり、自由にプレーができるようにな
ります。

　2019年のルール改正により、コース内にある池や小川など水のある場所とその周辺のエリアを意味する「ウォーターハザード」 
に変わり、「ペナルティエリア（PA）」という言葉が誕生しました。新ルールでは今までの「ウォーターハザード」の概念にとらわれる
ことなく、プレーすることが危険なエリアやボール探しに時間がかかることが予想されるようなエリアは「ペナルティエリア」に指定する
ことができるようになりました。
　これに伴い、靜岡カントリーグループ各コースにおきましても、スムーズな進行とペナルティの軽減を目的として、コースの外周
（OB）を除き、コース内に設定していた「OBエリア」を極力減らし、「レッドペナルティエリア（RPA）」として設定させていただきます。

新ルール レッドペナルティエリア


